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この情報誌は地域の皆さまに
自然や人について発信し、そ
の魅力を再発見してもらうこ
とを目的に、むつ市地域おこ
し協力隊が発行しています

冬でも温かい話題を

お届けします！

【特集】脇野沢のマダラ漁に密着！
山帽子 立石ユキさんインタビュー

ハクチョウを探して…

NPO法人シェルフォレスト川内



12 月 3日、朝 6時 30分。
脇野沢の九艘泊漁港に到着。風があって肌寒さを感じました。九艘泊漁港から船が続々と出ていきます。
私たちは陸から船を見送ります。いつスタートするか、緊張の時間が流れました…。
と、一気に黒い煙を上げてスタートしました！　船が一列に並んでどんどん小さくなっていきます！
私たちは陸から大漁旗を振って応援しました。勇ましかった！！！（来年はボートに乗ってもっと近くで見たいです！）

網から船に乗せたマダラは、漁港で水揚げをします。名誉挽回！海では干物の私でも、陸では役に立ちたい！
水揚げ作業は、船からマダラをおろし、カゴや箱に入れて重さをはかり、氷を詰めて、出荷します。
全体的に見ても力仕事が多く、いろいろな漁師さんや漁協の方と関わることができるのでとても楽しいです！
家や作業人数によってそれぞれのやり方があるので、臨機応変に考えて動く必要があります。
全身にマダラの汁を被りながら作業をするので、「自分はマダラと変わらないのでは？」と思うこともあります。
自分をマダラと間違えるくらい、今年の冬はマダラ一色に染まりました。

焼き干しに始まり、マダラのお手伝いと脇野沢に通う
ことが増えました。脇野沢担当としてとても良い経験
が出来ているのではないかと思います。これも含め、
今回のマダラ漁でお世話になった沢山の方々に、改め
てお礼を伝えたいと思います。ありがとうございます。
今後もまたお世話になると思います。よろしくお願い
いたします。

12月 21日、朝 6時。
マダラ漁の撮影を行うため、実際に漁船に乗せていただきました。
今回お世話になったのは、焼き干しでお世話になった漁師さん一家。出港前に「揺れるぞ？ほんとに乗る
か？」と聞かれ、「（海の揺れは好きだから大丈夫！酔い止め薬飲んだし！）…行きます！」と答えました。
これがすべての始まりです。

出港してすぐ、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船が波に持ち上げられ…重力に従い船が海面に…の繰り返し。
「ボンッ」の度に通常の倍の重力が身体全体にのしかかります。さらに海水が顔面にブシャッとかかります。
まぁでもこれはまだ平気です。楽しむ余裕がありました、この時までは…。

30分ほどで漁場に到着。揺れがすごい！立ち上がれない…。地面の平坦さが懐かしい。「船よ動くな！」何度も願いました。
ふと顔を上げると漁師さんたちは凄かった。少し浮いてるんじゃないか？と思うほどに波の揺れに適応していました。
船に這って、邪魔にならない場所へ移動し、撮影開始！
海面の色が変わり…泡がポコポコ出始め…白い何かが上って来たと思ったら、現れたのは
2000 尾超えの大漁でした！網のあるところだけ波が立ってないんです！神秘的な光景でした！
網を手繰り寄せて、たも網でマダラを掬って、オスとメスに分けてタンクに入れていきます。
その光景を撮影していたのですが、マダラの体液のドロドロと、強い波の揺れで、私は次第に…。
カメラを漁師さんの方に向け、自身は海面を見ていました。程なくして、私は船のお荷物となりました。
帰港したのは 11時近く。それまで約 4時間、私は船の後方で干し鱈のようになっていました。
改めて…お荷物になり果てた自分を乗せていただき、ありがとうございました！！！

下北の　　　 ピックアップ！
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大崎 祐暢
・青森県青森市 出身
・地域おこし協力隊 １年目
・最近のブームは干し鱈作成

魚 2 匹目 タラ

まさのぶ

下北の個人的に気になる魚を紹介していくこのコーナー。
今回ピックアップする魚は「タラ」です！

なめてました！真冬のマダラ漁！なめてました！真冬のマダラ漁！

場とりを見にいったゾ！

船に乗せてもらったゾ！

水揚げ作業をお手伝いしたゾ！

編

マダラの塊！

「フワ
ッ」「ボンッ」「フワ

ッ」
「ボンッ」

「ボンッ」「フワッ」

集後記だゾ！

場取りとは…
脇野沢のタラ漁の解禁日に合わせて、網の設置場所を決める
ために、船同士が競う毎年恒例の行事です。

船の上で干物になりながら
撮影した動画は、

こちらからご覧ください！

一斉に進み出す漁船

マダラのオスメス判別中

マダラ大漁！

マダラの重さを
量ります

大崎作 マダラ

く そ う ど ま り
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下北半島

西通り探検隊

あなたともっと話してみ隊

Writer
小池 拓矢
・神奈川県逗子市 出身
・地域おこし協力隊 ２年目
・好きな鳥はカワセミです

Writer
山田 菜生子
・愛知県長久手市 出身
・地域おこし協力隊 １年目
・趣味は書店でもらえる栞集め

第２回 冬の使者 ハクチョウ

このコーナーでは、川内・脇野沢の地域おこし協力隊的おすすめスポットを皆さんに
紹介します！

冬に海沿いを車で走っていると、ハクチョウの群れをよく目にします。ハクチョ
ウは青森県民、そしてむつ市の鳥に制定されており、「大湊湾の白鳥」は青森県
の天然記念物にも指定されています。今回は、地域の皆様に親しまれているこ
の美しい鳥を追って、川内から脇野沢の海沿いで撮影した写真を紹介します！

2 匹目 タラ
下北の魅力は山、海、そして人
今回は、脇野沢の山菜ラーメン店『山帽子』店主の「ユキ先生」こと
立石ユキさんにインタビューさせていただきました！（以下、敬称略）

#01
　良いことも、
　　　悪いことも。

な お こ

山田　幼少期はどう過ごされましたか？
立石　うち、貧乏だったの。脇野沢に生
まれたんだけど、私が中３の時に北海道
の美唄にいる母親の姉の旦那さんが亡く
なったのさ。それで母親は美唄に行って
ずっと居なくて。私が家事をして、働き
ながら学校に通って、母親の帰りを待っ
てたの。それで、母親が帰って来たと思っ
たら、美唄の叔母さんが寝込んでしまっ
ていて、私がお手伝いに行かされること
になったの。そこで半年くらい過ごした
ら、叔母さんもだんだん元気が出てきて、
「隣にそろばん塾があるから時間が空い
たら習いに行ったらいいよ」って。それ
でそろばん覚えて。
　その後脇野沢に戻って、１年遅れて定
時制高校に入って、２年生の冬、脇野沢
で鱈がいっぱいとれて漁協から高校に、
「アルバイトにそろばんの出来る人をく
ださい」って連絡が入ったの。それでそ
のまま本採用になって。

山田　漁協で働かれていたんですね！
立石　そう、でも結婚して子どもが生ま
れて、漁協は辞めました。で、暇だから
親戚の子どもたちにそろばん教えてたん
だけど、その子たちが試験受けるたびに
合格して。で、ある時に玄関でガヤガヤ
声がすると思ったら、地域の子たちが「私
たちは月謝を払いますから、そろばん教
えてください！」って。それでそろばん
塾を４５年続けました。
山田　４５年も！その間にここ「山帽子」
も始められたんですね！
立石　そう、そろばん塾やっていたから
商工会の会員になったの。それで、その
頃、田子町でニンニクラーメンが開発さ
れて、脇野沢でも焼き干しラーメンが作
れないかって話が出て（当時、ダメになっ
た焼き干しは肥料として撒かれていた）。
それで、試作品を作っては商工会女性部
が意見を出して、っていうのを１年くら
い繰り返して、それで焼き干しラーメン
が完成したのさ。そうしているうちに、
ラーメンの作り方覚えちゃったのね。そ
れがこの店を開く土台になりました。
山田　全てがつながっていますね。

立石　人生諦めて美唄に行ったおかげで
そろばん覚えて、それが漁協の職場につ
ながって、そろばん教室までやることに
なって、それがきっかけで商工会女性部
の部長もすることになって、その活動で
ラーメンに出会って、お店も開いて ...。
　人生って山あり谷ありだけど、良いこ
とも悪いこともその人のために起こるん
だよ。そんな生き方をしています。

陸奥湾

立石ユキさん

ユキ先生のオススメは、
「竹の子＆季節の山菜天ぷ
ら付き焼き干しラーメン
天ざる中華」（夏季限定）

四季折々の花に囲
まれながら、イン
タビューにも登場
した「焼き干し
ラーメン」をはじ
め、地元の食材を
ふんだんに使った
絶品メニューを楽
しめます。

山帽子 むつ市脇野沢七引 159-3
TEL：090-5592-2065

び ば い

芋田

牛ノ首農村公園

愛宕山海水浴場

宿野部橋

桧川 かわうち・まりん・びーち

川内川

戸澤橋

オオハクチョウ

この辺りで見られるハク
チョウのほとんどがこの種。

よく似たコハクチョウは、
くちばしの黄色い部分の免
責が半分以下で黒い部分へ
の食い込みが見られません。

カモ目カモ科ハクチョウ属

Cygnus cygnus

10:50 愛宕山海水浴場
脇野沢に入ると、ハクチョウ
の姿が見えなくなりました。
ダメ元で海水浴場の駐車場か
ら瀬野川の河口を見てみると、
９羽のハクチョウを発見！
愛宕山をバックにしたお気に
入りの一枚です。

11:25 芋田地区
下北半島南西端の九艘泊
の１つ手前の芋田で多く
のカモメに混ざった４羽
のハクチョウを発見！
タラ最盛期の九艘泊では、
ハクチョウの姿は見えま
せんでしたが、多くの海
鳥が飛び交っていました。

11:10 牛ノ首農村公園
駐車場から海への階段
を下りると、４羽のハ
クチョウが！
鯛島をバックにおもし
ろい写真を撮影するこ
とができました。

10:10 宿野部橋
ハクチョウは水面下で一
所懸命バタ足をしている
わけではなく、優雅に水
をかいていました。
橋上から、黒い足を見る
ことができるおすすめス
ポットです。

9:00 かわうち・まりん・びーち
出勤して海岸を見ると、約２０
羽のハクチョウが訪れていまし
た。ここからハクチョウ探しの
旅に出かけます。

川内

脇野沢

13:40 戸澤橋

9:50 桧川地区

13:00
川内川下流

2023 年 1月 20日
朝から午後にかけて、
戸沢から九艘泊を
まわって撮影しました

※参考文献： 『ぱっと見分け観察を楽しむ野鳥図鑑』（ナツメ社）

黄色の部分が
先端に食い込
んでいます

撮影スポット

ひのきがわ

し ゅ く の べ

あ た ご や ま



イベントレポート

地域の高校生による発表会を行い、川内地域を中心に３０名
以上の方にお越し頂きました。この活動では、川内町の歴史
や魅力、想いをつないでいくため、高校生が「漁師」「マタギ」
「郷土史研究家」の方々にインタビュ―を行い、その内容を
記事にまとめた冊子を作成しました。
発表会の参加者からは、「紙に残すことでより伝わるものが
あった」「下北地域に長年住んでいても知らなかったことを
知ることができた」「川内町のために今後も続けてほしい」
などの感想が寄せられました。

川内町の特産品である下北ワインとジャズの演奏を体験館
で楽しめるイベントを開催しました。30名を超えるお客様
には、青森県内で活動しているジャズバンド「F♭で行こ
う！」の皆様の演奏を聴きながら、下北ワインと下北の食
材を使ったお弁当を楽しんでいただきました。
「ジャズを通じて川内、脇野沢の地域の魅力を知ることがで
きてよかった」などの声もいただいたので、来年以降も継
続して開催できればと考えています。

NPO法人シェルフォレスト川内では、川内・脇野沢地域の地域振興を推進してくれる地域おこし協力隊を引き続き募集して
います。地域おこし協力隊は、都市部から地方部に移住して、地域を盛り上げるために活動します。むつ市外の都市部で暮ら
しているお子様など、興味のありそうな方がいましたら、ぜひお声がけください。雇用条件などの詳しい情報は、下記のむつ
市海と森ふれあい体験館ホームページをご覧ください。

　　　　下北ワインと
　　　　　　　　　ジャズの夕べ 2022

　　　　川内町の先輩にインタビュー！
　　　　　　　　　　　冊子完成発表会

シェルコレクション

No.002 クロミナシ

むつ市地域おこし協力隊募集中！

むつ市海と森ふれあい体験館
　開館時間　9:00 ～ 17:00

　　休館日　月曜日・年末年始

　　入館料　無料

〒039-5201
青森県むつ市川内町川内 477
TEL 0175-42-2411 発行：NPO法人シェルフォレスト川内

活動やイベントの情報はこちらでチェック！

ホームページ FacebookLINE Instagram
冬の体験館

12月

17日

12月

18日

体験館に展示された多数のコレクションの中から、 スタッフが
独断と偏見で選んだお気に入りの貝を紹介します ！

学名：Conus bandanus　イモガイ科
分布：紀伊半島～九州南岸以南、インド・太平洋
　　　サンゴ礁・岩礁の砂の中に棲む

「ヒョウ柄？ゼブラ柄？いやいや、今年はクロミナシ柄！！！」
三角形が不規則に並んだ、シンプルなのに斬新な柄に、私は既に虜になってしまいま
した…！
日々のファッションにクロミナシ柄を取り入れて、かわうち・まりん・びーちをゆっ
たりお散歩♪なんていかがでしょうか？
体験館では「クロミナシ」に加え「ナンヨウクロミナシ」も展示しております。
柄は似ていますが、よ～く見ると少し違いもあるので、ご来館の際はぜひその違いに
も注目して頂けたらと思います！（山田）

シェルフォレスト川内や地域おこし協力隊の季節ごとの活動を紹介します！


